あの 大きな 口と、 十二 人の子 供で も 生んだら しい、 だ 

ぶ だぶ の 下っ腹と は、 蛙に とって は 掛け 替 のない 宝な 

のです。 性格な のです。 本能な のです。 霊魂 そのもの 

なのです。 

蛙の あのす ばらしい 口と 腹と について、 マァク -ト 

ェンの 面白い 短篇 小説が あります。 一寸 その 荒 筋 を 話 

してみ ましょう。 

ある 所に ス マイ リイと いう 男が ありました。 生れつ 

きの 博奕 好きで、 小鳥が 二 羽 立 木に とまって いるの を 

見る と、 どっちが 早く 飛ぶ だろうかと、 すぐ 賭 を 工夫 

するとい つた 風な、 好きな 博奕の ために は どんな 機会 



をで も 発見す る 事の 出来る 男でした。 . 

この 男が 蛙 を 飼って いました。 丹精して 仕込まれた 

だけあって、 蛙 は 飛ぶ 事が ひどく 得意で、 この 男の 指 

が 一寸お 尻 を こづく と、 ゴム 鞠の ように 跳 上って、 機 

みがよ かったら 途中で 一 一三 度 とんぼ 返りまで して 見せ 

ました。 とりわけ 上手な の は 幅 飛で、 この 道に かけた 

ら どんな 蛙に も 負けない だけの 技倆 を 持 つ て いました。 

ス マイ リイ はこの 蛙のお 蔭で 少 からぬ 金儲け をした の 

で、 いつも 力 ナリヤ 籠に 入れて、 持ち歩いて いました。 

ある 時、 この 都に 見当らない 男が、 通りすがり にこ 

の 籠 を 見て、 何 を 飼って いるの だと 訊く と、 ス マイリ 



N- ま、 

「鸚鵡と も、 力 ナリヤと も 思われよ うが、 実は 蛙が 一 

匹 さ ご と 答えました。 

蛙 を 飼って 何に する の だと 不思議が ると、 ス マイリ 

ィは 「幅 飛の 名人 さ、 これに 追 付く ような 奴 はこの 辺 

に は 一匹 だって 見当らない。 噓 だと 思うなら 賭 をし よ 

うご と 言います。 旅の 男が、 「蛙 さえ あれば 賭けて み 

たいの だが、 あいにく 蛙の 持ち合せがない ので ご と 言 

うと、 ス マイ リイ は 蛙なら 自分が 捕って 来る とあって 

力 ナリヤ 籠 を その 男に 預けて、 沼地へ 下りて 行き まし 

た。 



弾 こそ、 ス マイ リイが 沼地へ 下りて 行った 留守の 間に、 

旅の 男が 蛙 をつ かまえて、 茶匙に 二 杯 ほど 無理強いに 

飲み込ませた ものでした。 

背広 服の ポケット のように、 大切な 下っ腹 を 物入れ 

に 使われた の は、 蛙に とって 全く みじめでした。 それ 

にしても マ ァク. トェン という 人 は、 本当に 碌でなし 

の、 飛んでも ない 悪戯 を 思い付く 男です ね。 

蛙はス マイ リイが 自慢の 奴の ように、 丹精して 仕込 

みさえ すれば、 いろんな 芸を 覚えます。 むかし 笛の 名 

くぐ 

人に 柳 田将監 という 男が ありました。 自分の 茶室の 潜 



出ました。 音合せの 度が だんだん 重なって ゆく うちに、 

雨蛙 は 節 廻し も ひどく 上手に なって、 将監が 吹く どん 

な 曲に も 鳴き つれる ことが 出来る ようにな つたと 言い 

ま ^9 

将監が 笛 を 愛する のと 同じように、 雨蛙 を も 愛して、 

それに 音曲 を 仕込んだ 心 を、 私 はなつ かしまずに はい 

られ ません • 

二 

京都大学の K 博士が、 知 恩院の 境内に 住んで いた 頃、 



ある 日の 夕方 山 内 を ぶらぶら 歩いて いると、 薄暗い 木 

蔭で 胡 散そう な 一人の 男が、 何 か 捜し物で もして いる 

らしく、 そこらに 生え 繁 つた 小 笹の中 をう そう そかき 

分けてい るの が 眼に つきました。 その 男 は 鰻 釣が 腰に 

下げて いるよう な 魚 籠 を 手に 持って いました。 博士 は 

近寄って 訊きました。 

「何 を 捜して るんだ ね ご 

「すつ ぼん 捜して ますの や ご その 男 は 博士の 顔 を 見 

上げる でもな く、 そこらの 石燈 籠に 話しかける ような 

調子で 言いました。 

「ほう、 すつ ぼん をね。 I 



「おい、 今の は 蟇蛙 じ やない かご 

「いいえ、 すつ ぼん どつ せ、 あんた はんご 

男 は 初めて 振 返って 博士の 顔 を 見ました。 

「なに、 蟇蛙 だよ。 出 鳕目を 言って は 困る じ やない 

ゝ o _ 

力 」 

博士 はから かわれで もして いるよう に、 むっとして 

言いました。 

「そり や、 あんた はんのお 言い やす 通り 蟇蛙 かもしれ 

ま へんけ どな …… 」 件の 男 はむ くれ 気味の 博士の 顔色 

を、 半ば 気味 悪そう に、 半ば 冷 かしに 見返しながら 言 

いました。 「これが、 あんた、 大阪へ 行く と、 いつの 間 



底本 ： 「日本の 名 随筆 n 春」 作品 社 

1984 (昭和 S) 年 3 月お 日 第 ー 刷 発行 

1997 (平成 9) 年 2 月^日 第^ 刷 発行 

底本の 親 本： 「太陽 は 草の 香が する」 ァ ルス 

1926 (大正^) 年 9 月 発行 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 大野 晋 

2 oo 4 年 9 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



